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10 
万
人
の
セ
ー
ル
ス
マ
ン
作
戦

市
民
協
働
で
千
歳
の
魅
力
発
信

―
市
民
が
創
る
千
歳
の
ま
ち
―

第
４
弾

特集

基地のあるまち
(陸上 ･航空自衛隊 )

工業のまち
(工業団地 ･業務団地 他 )

空港のあるまち
(新千歳空港 )

観光のまち
(国立公園支笏湖 他 )

４つの
大きな
特　色

　

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ュ
ー

ス
報
道
に
よ
っ
て
、
ご
存
じ
の
方
も

い
る
と
思
い
ま
す
が
、
北
海
道
の
人

口
は
、
年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

総
務
省
が
発
表
し
た
、
住
民
基
本

台
帳
に
基
づ
く
人
口
動
態
調
査
に
よ

る
と
、
平
成
26
年
１
月
１
日
現
在
の

北
海
道
に
お
け
る
日
本
人
の
人
口

は
、
５
４
４
万
１
，
０
７
９
人
で
す
。

　

前
年
と
の
比
較
で
は
、
２
万
９
，

６
３
９
人
少
な
く
、
16
年
連
続
の
減

順位 市町村名 人口 前年比増加数

１ 札幌市 1,921,070 人 7,776 人

２ 千歳市 95,078 人 551 人

３ 東神楽町 10,034 人 148 人

４ 喜茂別町 2,400 人 35 人

５ 苫小牧市 174,024 人 32 人

６ 西興部村 1,169 人 11 人

７ 幕別町 27,621 人 10 人

８ 占冠村 1,162 人 ６人

９ 鶴居村 2,524 人 ６人

10 真狩村 2,148 人 ４人

　　これまで３回にわたり、千歳市の魅力をお伝えしてきました。

　　今回は、その第４弾として、市の企業誘致・企業振興の取り組みに

　ついてお知らせします。

　

進
出
し
て
い
る
企
業
や
工
業
団

地
な
ど
、
ま
ち
の
魅
力
を
共
有
し

て
、
千
歳
の
ま
ち
の
す
ば
ら
し
さ

に
つ
い
て
、
親
戚
を
は
じ
め
、
知

人
や
友
人
、
全
国
の
企
業
の
方
々

な
ど
に
紹
介
し
て
い
た
だ
く
こ
と

は
、
企
業
の
進
出
や
居
住
地
と
し

て
、
千
歳
を
選
ぶ
こ
と
に
つ
な
が

り
、
就
業
先
の
創
出
や
拡
大
、
人

口
の
増
加
な
ど
、
ま
ち
の
活
気
、

活
力
を
生
み
出
し
ま
す
。

　

こ
れ
が
、
わ
た
し
た
ち
が
目
指

し
て
い
る
「
市
民
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
」
の
考
え
方
で
す
。

　

現
在
、
千
歳
市
の
人
口
は
、
約

９
万
５
千
人
、年
間
の
異
動
者
は
、

５
千
人
を
超
え
て
い
ま
す
。

　

千
歳
の
昼
間
人
口
は
、
夜
間
人

口
よ
り
も
４
．
７
％
多
く
、
た
く
さ

ん
の
方
が
千
歳
で
働
い
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
方
々
も
含
め
、
千
歳

市
民
や
千
歳
の
魅
力
を
知
っ
て
い

る
全
国
各
地
に
異
動
し
た
千
歳
市

民
の
Ｏ
Ｂ
「
10
万
人
」
が
千
歳
の

ま
ち
の
魅
力
を
売
り
込
む
、　

こ

れ
が
「
10
万
人
の
セ
ー
ル
ス
マ
ン

作
戦
」
の
考
え
方
で
す
。

千
歳
の
魅
力

市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

10
万
人
の
セ
ー
ル
ス
マ
ン

道内で人口が増加した市町村 (増加順 )

　

ま
ち
の
活
力
を
維
持
す
る
た
め
に

は
、
定
住
人
口
の
維
持
・
拡
大
が
必

要
で
す
。

　

市
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら

定
住
人
口
が
増
加
す
る
よ
う
、
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
つ
と
し
て
「
企
業
誘
致
・

企
業
振
興
」
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

平
成
16
年
度
～
平
成
25
年
度(

左
の

グ
ラ
フ
参
照)

ま
で
の
最
近
10
年
間

で
は
、
65
の
企
業
が
千
歳
市
に
進
出

し
て
い
ま
す
。

少
に
な
り
ま
す
。

　

道
内
で
日
本
人
の
人
口
が
増
加
し

て
い
る
は
、
179
市
町
村
の
う
ち
、
札

幌
市
を
は
じ
め
と
す
る
10
市
町
村
で

す(

左
の
表
参
照)

。

　

前
年
と
比
較
す
る
と
、
一
番
は
、

札
幌
市
７
，
７
７
６
人
の
増
、
２
番

は
、
千
歳
市
５
５
１
人
の
増
、
３
番

は
、
東
神
楽
町
１
４
８
人
の
増
と
続

き
ま
す
。

　

千
歳
市
は
、
道
内
に
お
い
て
人
口

が
増
加
し
て
い
る
数
少
な
い
ま
ち
の

一
つ
で
す
。

千
歳
市
は
、
人
口
が
増
加
し
て
い
る
ま
ち
で
す
。

※人口は ､平成 26 年１月１日現在
　(外国人を含まない )。
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札幌市
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幕別町

人口

食
品
や
飲
料
の
製

造
、
電
子
部
品
の
製

造
に
欠
か
せ
ま
せ
ん

人
の
移
動
、
製
品
・

部
品
、
原
材
料
の
搬
送

に
利
点
と
な
り
ま
す
。

高
校
や
大
学
が
あ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
優
秀
な

人
材
を
確
保
で
き
ま
す
。

過
ご
し
や
す
い
こ
と

や
、
製
造
業
な
ど
、

工
場
の
冷
房
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
格
段
に
抑
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

良
質
で
豊
富
な
水

ア
ク
セ
ス
の
良
さ

人
材
の
確
保

冷
涼
な
気
候

魅力
１

魅力
２

魅力
３

魅力
４

企業誘致の状況
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平成

企
業
誘
致
の
状
況

市
の
人
口
は
、
増
加

　

千
歳
市
に
は
、
テ
レ
ビ
で
よ
く

見
る
企
業
、
日
常
か
ら
よ
く
使
う

製
品
を
つ
く
っ
て
い
る
企
業
、
よ

く
口
に
す
る
商
品
を
つ
く
っ
て
い

る
企
業
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
企
業

が
進
出
し
て
い
ま
す
。

　

千
歳
市
は
、
企
業
に
と
っ
て

「
魅
力
の
あ
る
ま
ち
」
で
す
。
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千
歳
市
の
工
業
団
地
は
、
昭
和
39

年
に
第
１
工
業
団
地
の
造
成
に
着
手

し
た
の
が
始
ま
り
で
す
。

　

以
来
50
年
間
で
、
千
歳
市
土
地
開

発
公
社
や
民
間
事
業
者
に
よ
る
造
成

も
併
せ
て
、
10
団
地
が
整
備
さ
れ
ま

し
た
。

　

現
在
、
11
番
目
の
団
地
と
し
て
、

新
千
歳
空
港
Ｉ
Ｃ
の
隣
接
地
で
「
新

千
歳
空
港
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
セ
ン

タ
ー
」
の
造
成
が
民
間
事
業
者
に

よ
っ
て
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
完
成

は
、
平
成
27
年
３
月
の
予
定
で
す
。

　

団
地
内
に
は
、
電
子
部
品
関
連
、

自
動
車
部
品
関
連
、
機
械
関
連
、
食

品
・
飲
料
関
連
、
医
薬
品
関
連
な
ど

の
他
、
印
刷
・
パ
ッ
ケ
ー
ジ
関
連
、

運
輸
・
物
流
関
連
、
試
験
・
研
究
開

発
関
連
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
216

社
（
平
成
26
年
９
月
１
日
現
在
）
の

企
業
が
操
業
し
て
い
ま
す
。

団地名 総面積 分譲面積
(A)

分譲済面積
[リース含む ]

(B)
分譲率

未分譲
面　積
(A)-(B)

進出
企業数

操業
企業数

① 第１工業団地 55.66 47.98 47.98 100.00 0.00 23 23

② 第２工業団地 83.00 64.59 64.59 100.00 0.00 14 13

③ 第３工業団地 94.23 74.82 74.41 99.45 0.41 49 43

④ 第４工業団地 38.42 31.52 16.42 52.09 15.10 25 23

⑤ 臨空工業団地 401.80 214.41 168.19 78.44 46.22 89 68

⑥ サイエンスパーク 12.38 8.95 5.65 63.13 3.30 4 2

⑦ 根志越業務団地 6.96 6.46 3.27 50.62 3.19 7 6

⑧ 千歳美々ワールド 147.50 108.33 28.81 26.59 79.52 9 7

⑨ 流通業務団地 52.67 30.21 6.80 22.51 23.41 25 23

⑩ 千歳オフィス・アルカディア 39.44 29.82 29.82 100.00 0.00 9 8

⑪ 新千歳空港ロジスティクスセンター 45.75 0.00 0.00 0.00 0.00 　- -

計 977.81 617.08 445.92 72.26 171.16 254  216 

※新千歳空港ロジスティクスセンターの造成後の分譲面積は、33.6ha（予定）です。
※平成 26 年９月１日現在。

工業団地の面積 ･分譲状況・企業数など
( 単位：ｈａ ､％ ､社 )
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至苫小牧市

JR美々駅

JR 新千歳
空港駅

JR 南千歳駅

●
JR 千歳駅

千歳市役所

泉沢向陽台
住宅地

道
央
自
動
車
道

道道支笏湖
公園線

国
道
36
号

至札幌市

千歳ＩＣ

千歳 ･恵庭
ＪＣＴ

国道 337 号

日の出ＩＣ

寿ＩＣ

祝梅ＩＣ

中央ＩＣ

道央圏
連絡道路

道道泉沢
新千歳空港線

千
歳
飛
行
場

新
千
歳

空
港

新千歳空港ＩＣ

工
業
団
地
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
の
企
業
が
操
業
し
て
い
ま
す
。

団地

工
業
団
地
の
概
要

工業団地の位置など

千
歳
市
の
工
業
団
地
に
は
、
６
つ
の
魅
力
が
あ
り
ま
す
。

魅力

千歳
の
魅力

空も陸も海も充実し
優れた「交通アクセス」

　北海道の玄関口 ･ 新千歳空港をはじ
め ､道央圏の大動脈となる国道 36 号や高
速道路の３つのインターチェンジが整備さ
れ、国際拠点港湾・苫小牧港まで近距離にあ
り ｢空 ･ 陸 ･ 海 ｣ の交通ネットワークが有
機的に結び付く一大交通拠点です。
　大消費地 ｢札幌市 ｣に近く ､全道各
地への製品輸送が便利で充実した
交通網を完備しています。

自然災害が少なく、
生産性と耐久性を高める

「リスク分散」
　水はけの良い安定した地盤であり、
地震 ､台風 ､ 落雷 ､ 積雪 ､ 津波 ､ 塩害
など ､ 自然災害の発生・被害が少な
いため ､ 生産設備稼働の安全性や
安定性の確保 ､建物 ･設備のメ
ンテナンスにも優位性を
発揮しています。

生産性を高める
充実した「産業インフラ」

　地下水が豊富な自然環境と安定
した地盤のうえに、低価格な上下水道
を完備し、企業にとって必要な産業イ
ンフラを整備しています。
　地球環境にやさしいクリーンエネル
ギーとして､熱効率の高い天然ガス
の導管供給や特別高圧電力供
給も完備しています。

都市機能と
自然が調和する

住みやすい「立地環境」
　千歳市は ､北海道の中南部・石狩平
野の南端に位置し、東西に細長い地形で、
札幌市・苫小牧市など４市４町に隣接し
ています。また、札幌市に近い道央圏
の中核都市として、四季折々に変化
する豊かな自然に恵まれ、梅雨が
なく爽やかで、雪の積雪量も
少ない気候です。

優秀な人材と
豊富な労働力の確保が可能な
「人材・労働力」

　千歳市周辺には ､約 278 万人という人
口が集中しています。生産年齢人口も約
162 万人が占めており、人材確保の容易性
も魅力です。
　千歳科学技術大学の学生をはじめ、専門知
識を修得した若い力がたくさんあります ｡
　さらに、試験研究・産業支援機関
も多く、技術開発へのサポート
体制も整っています。

各種支援制度や
ワンストップ体制など ､
細やかな「支援体制」

　安価な産業用地を提供するととも
に、土地リースや空き工場紹介など、
初期投資を軽減する ､ さまざまな制
度のほか、千歳市、北海道などに
よる助成金の優遇措置やワンス
トップ体制による細やかな
サポートを整えてい

ます。

新千歳空港ターミナルビルと滑走路 千歳科学技術大学
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千
歳
市
は
、
食
品
や
飲
料
の
製
造

工
場
を
は
じ
め
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
企
業
が
操
業
す
る
ま
ち
で
あ
り
、

石
狩
管
内
で
は
、
有
数
な
農
業
の
ま

ち
で
も
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
市
内
で
生
産
さ
れ
る
工

業
製
品
や
農
作
物
な
ど
を
市
民
に
広

く
知
っ
て
も
ら
い
、
千
歳
で
消
費
す

る
「
千
産
千
消
」
の
取
り
組
み
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
企
業
に
お
い
て
も
、
千

歳
産
の
原
材
料
に
こ
だ
わ
っ
た
製
品

の
製
造
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

市
は
、
平
成
24
年
度
か
ら
「
お
い

【千歳工業クラブ代表幹事】
デンソー北海道
　代表取締役社長　杉

すぎもと

本　正
まさかず

和　さん 
　平成 25 年３月から千歳工業クラブの
代表幹事を務めています。

　「北海道は、食べ物がおいしく、景色
がすばらしい、そして人々が温かいのが
何よりです。今では、私もすっかり千歳
市民になりました。
　これからは、千歳の良さをＰＲしてい
きたい」と話してくれました。

　千歳工業クラブは、昭和 47 年の設立
で、市内の工業団地などに進出した工
業関連企業、地場の工業関連企業で構
成された正会員と工業関連企業以外で、
会の主旨に賛同する賛助会員の 124 社
で構成されています ( 平成 26 年６月
22 日現在 )。
　主に ､会員間の交流会や地域の環境・
交通安全に関わる事業などを行ってい
ます。

　

千
歳
市
は
、
高
度
技
術
産
業
な
ど

が
立
地
す
る
工
業
都
市
で
あ
る
と
と

も
に
、
働
き
や
す
く
暮
ら
し
や
す
い

住
環
境
を
備
え
て
お
り
、
環
境
面
で

の
バ
ラ
ン
ス
も
良
く
、
北
海
道
で
最

良
の
工
業
適
地
と
い
え
ま
す
。

　

市
は
、
企
業
の
立
地
を
促
す
た
め
、

各
種
の
初
期
投
資
軽
減
制
度
、
千
歳

市･

北
海
道
な
ど
に
よ
る
各
助
成
金

制
度
、
企
業
の
要
望
に
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
で
対
応
す
る
体
制
、
進
出
後
の
ア

フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
体
制
を
整
え
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
誘
致
活
動
を
展
開
し
て

い
ま
す
。

　

活
力
あ
る
千
歳
、
発
展
が
続
く

千
歳
を
次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
た

め
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
も
千
歳
市
の

セ
ー
ル
ス
マ
ン
の
一
員
と
し
て
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

企
業
が
千
歳
市
内
に
進
出
し
、
操

業
を
開
始
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
内

で
は
、
雇
用
が
創
出
さ
れ
ま
す
。

　

市
は
、
人
材
育
成
や
雇
用
促
進
の

取
り
組
み
と
し
て
、
千
歳
科
学
技
術

大
学
の
学
生
向
け
キ
ャ
リ
ア
形
成
プ

ロ
グ
ラ
ム
授
業
を
活
用
し
て
、
企
業

な
ど
に
よ
る
講
演
や
製
造
業
へ
の
女

性
の
就
労
促
進
を
促
す
た
め
、
企
業

視
察
会
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、

女
性
が
活
躍
す
る
「
も
の
づ
く
り

企
業
」
を
見
学
し
、「
も
の
づ
く

り
」
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
、

「
も
の
づ
く
り 

な
で
し
こ 

バ
ス
ツ

ア
ー
」
を
北
海
道
や
地
元
企
業
な
ど

と
連
携
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
バ
ス
ツ
ア
ー
は
、
９
月
に
第

１
回
を
実
施
し
て
お
り
、
第
２
回
は
、

10
月
20
日

（月）
に
開
催
し
ま
す
。

　

興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
、
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
今
月
号
の
広

報
ち
と
せ
13
ペ
ー
ジ　
「
市
役
所
か

ら
の
お
知
ら
せ
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

㈱
デ
ン
ソ
ー
北
海
道
は
、
車
載
用

半
導
体
セ
ン
サ
ー
の
生
産
拠
点
と
し

て
、
平
成
21
年
４
月
か
ら
千
歳
市
で

操
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
千
歳
に
進
出
す
る
と
き

に
決
め
手
と
な
っ
た
「
千
歳
の
良

さ
」、「
企
業
誘
致
の
Ｐ
Ｒ
」
な
ど
に

つ
い
て
、
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

親
会
社
は
、
愛
知
県
で
自
動
車
部

品
を
製
造
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
は
半
導
体
製
品
の
需
要
が
急

増
し
て
お
り
、
工
場
の
増
設
を
検
討

し
て
い
た
の
で
す
が
、
当
時
、
愛
知

県
は
ひ
ど
い
人
手
不
足
で
し
た
。

　

そ
こ
で
、
海
外
を
含
め
、
他
の
地

域
へ
の
進
出
を
検
討
す
る
よ
う
に

な
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。

　

新
た
に
工
場
を
立
地
す
る
際
に
は
、

①
人
材
が
容
易
に
確
保
で
き
る
こ
と
、

②
土
地
、
③
イ
ン
フ
ラ
（
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
の
構
築
）、
④
安
定
生
産
、

⑤
物
流
、
⑥
空
港
や
港
湾
な
ど
へ
の

ア
ク
セ
ス
性
な
ど
が
検
討
要
素
に
な

り
ま
す
。

　

私
た
ち
が
検
討
し
た
と
き
は
、
全

国
21
道
県
56
工
業
団
地
を
100
点
満
点

で
点
数
付
け
を
し
ま
し
た
。

　

千
歳
の
工
業
団
地
は
、
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
や
物
流
の
点
で
は
、
東
北

や
九
州
の
工
業
団
地
に
負
け
ま
し
た

が
、
最
大
の
目
的
で
あ
っ
た
人
材
確

保
な
ど
の
得
点
が
高
く
、
総
合
で

ト
ッ
プ
に
な
り
ま
し
た
。

　

人
口
190
万
人
の
札
幌
と
千
歳
は
電

車
で
30
分
と
近
い
た
め
、
や
は
り
人

は
圧
倒
的
に
採
用
し
や
す
い
と
感
じ

ま
し
た
。

　

平
成
21
年
に
千
歳
に
来
て
か
ら
、

こ
こ
を
選
ん
で
良
か
っ
た
と
い
う
思

い
は
今
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　

良
か
っ
た
点
を
具
体
的
に
挙
げ
て

み
ま
す
と
、

①
「
社
員
の
採
用
」。
期
待
以
上
で
、

優
秀
な
人
材
を
確
保
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

②
「
人
が
温
か
い
」。
美
し
い
自
然
・

お
い
し
い
食
べ
物
は
知
っ
て
い
ま
し

た
が
、
望
外
の
千
歳
の
魅
力
で
す
。

③
「
行
政
の
支
援
」。
市
の
方
が
身

近
に
お
り
、
あ
ら
ゆ
る
面
で
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
た
だ
け
る
。
道
内
で
も
随

一
だ
と
思
い
ま
す
。

④
「
水
」。
愛
知
の
よ
う
に
渇
水
で

困
る
こ
と
も
な
く
、
水
の
心
配
が
あ

り
ま
せ
ん
。

⑤
「
雪
」。
千
歳
の
積
雪
は
多
く
て

も
30
～
40
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
す
。

従
業
員
が
雪
の
た
め
に
遅
れ
て
来
た

こ
と
も
な
く
、
業
務
上
、
困
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

他
に
も
自
然
災
害
が
少
な
い
な
ど

数
え
た
ら
き
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
言
葉
は
、
北
海
道
へ
の
転
勤

族
の
間
で
さ
さ
や
か
れ
て
い
ま
す
。

　

北
海
道
に
は
行
き
た
く
な
い
と

言
っ
て
泣
き
、
数
年
後
、
帰
り
た
く
な

い
と
言
っ
て
泣
く
。
２
度
目
に
泣
く
の

を
聞
い
て
、
多
く
の
方
は
、「
ほ
ら
、

北
海
道
っ
て
い
い
と
こ
ろ
で
し
ょ
」
で

終
わ
っ
て
し
ま
う
。
１
度
目
に
泣
か
せ

て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
う
で
す
、
北
海
道
の
良
さ
が
本

州
に
は
知
ら
れ
て
い
な
い
の
で
す
。

　

特
に
積
雪
寒
冷
に
対
す
る
誤
解
を

解
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

も
っ
と
も
っ
と
北
海
道
・
千
歳
の

良
さ
を
Ｐ
Ｒ
す
べ
き
で
、
微
力
な
が

ら
「
10
万
人
セ
ー
ル
ス
マ
ン
作
戦
」

の
一
人
と
し
て
、
こ
の
地
の
良
さ
・

住
み
良
さ
を
発
信
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

お
い
し
さ
千
歳
産

　

千
歳
市
は
、
農
業
の
ま
ち
で
も
あ
り
ま
す
。

千歳産

し
さ
千
歳
産
」
と
し
て
、
市
内
の
工

場
で
製
造
さ
れ
た
食
品
・
飲
料
を
紹

介
す
る
と
と
も
に
、
千
歳
の
水
、
千

歳
の
冷
涼
な
気
候
、
北
海
道
の
食
材
、

良
好
な
交
通
ア
ク
セ
ス
な
ど
、
立
地

環
境
の
特
性
と
優
位
性
を
Ｐ
Ｒ
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
内
の
企
業
で
構
成
さ
れ

る
千
歳
工
業
ク
ラ
ブ
で
も
、
今
年
度

か
ら
「
お
い
し
さ
千
歳
産
部
会
」
を

設
立
し
、
小
中
学
生
を
対
象
と
し
て
、

市
内
の
食
品
工
場
な
ど
を
巡
る
「
お

い
し
さ
千
歳
産
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」

を
実
施
す
る
な
ど
、
地
場
の
食
品
や

千
歳
に
進
出
し
た
企
業
を
積
極
的
に

Ｐ
Ｒ
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

お
い
し
さ
千
歳
産

地
元
企
業
へ
の
就
労
促
進

北
海
道
は
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
２
度
泣
く
と
こ
ろ
で
す
。

お
わ
り
に
・
・
・

　

千
歳
に
進
出
す
る
こ
と
に

　

な
っ
た
き
っ
か
け
は
？

　

新
た
に
立
地
を
決
定
す
る

　

と
き
の
検
討
要
素
は
？

　
　

千
歳
の
良
さ
は
？

　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
２
度
泣
く

　

と
こ
ろ


